
　

こ
の
た
び
、

役
員
改
選
に
伴

い
、
三
富
前
会

長
の
後
を
受
け
、

会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
髙
橋
純

子
で
す
。
こ
れ
ま
で
歴
代
の
会
長
の
軌
跡
を

考
え
ま
す
と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

今
年
度
は
、
診
療
報
酬
改
定
と
介
護
報
酬

の
同
時
改
定
が
行
わ
れ
、
在
宅
医
療
の
推
進

と
介
護
連
携
強
化
が
前
面
に
出
た
改
定
と
な

り
ま
し
た
。

　

同
時
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

も
進
め
ら
れ
、
益
々
歯
科
衛
生
士
の
役
割
が

大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
歯
科
衛

生
士
会
員
の
こ
れ
ま
で
の
活
躍
の
賜
物
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
歯
科
衛
生
士
が
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
対
応
す
る
に
は
、「
連
携
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

多
職
種
や
他
機
関
等
の
連
携
は
も
ち
ろ

ん
、
会
員
間
の
連
携
に
よ
る
相
互
の
研
鑽
、

協
働
は
当
会
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

歯
科
衛
生
士
の
就
業
の
場
と
し
て
は
、
９

割
が
歯
科
診
療
所
、
次
い
で
病
院
、
市
区
町

村
、
介
護
保
険
施
設
等
、
歯
科
衛
生
士
養
成

学
校
、
そ
の
他
と
な
っ
て
お
り
、
活
躍
の
場

は
様
々
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
期
か
ら
の
新

執
行
部
体
制
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
体

制
に
加
え
、
病
院
・
診
療
所
部
門
、
福
祉
部

門
、
教
育
・
養
成
部
門
を
加
え
た
９
部
門
で

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
現
状
と
課
題
等

の
把
握
や
フ
ォ
ロ
ー
体
制
、情
報
提
供
等
に
努

め
、歯
科
衛
生
士
が
安
心
し
て
活
躍
で
き
、そ

の
力
を
結
集
し
て
、県
民
に
安
心
安
全
な
歯
科

保
健
を
提
供
で
き
る
よ
う
、微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、執
行
部
一
同
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

�

会
長　

髙
橋
　
純
子

� 任期：平成30年６月24日～平成32年定時総会終了迄
� ●印は筆頭理事、（　）内の業務は副担当、〇印は委員長

役　　職 氏　　名 担当業務

新潟県歯科衛生士会

会長 髙橋　純子
副会長 薄波　清美 地域保健・広報・組織
副会長 柴田佐都子 総務・学術
専務理事 山田　智子 全体統括
理事 ● 菅原　清夏 地域保健（組織）
理事 ● 石黒千代栄 広報（組織）
理事 ● 宮崎　晶子 学術（教育・養成）
理事 ● 山﨑喜代子 組織（学術）
理事 ● 牧野　真理 総務・庶務（教育・養成）
理事 ● 佐々木典子 総務・財務
理事 ● 池田　裕子 病院、診療所部門担当
理事 手嶋　謡子 　　　　〃
理事 中村由佳理 　　　　〃
理事 ● 冨所　慶子 福祉部門担当（組織）
理事 ● 米澤　大輔 教育・養成（学生部含む）
監事 三富　純子
監事 江川　広子
組織委員会・新潟ブロック長 上原　　愛 ※地域保健委員会兼務
組織委員会・佐渡ブロック長 山城　利恵 ※地域保健委員会兼務
組織委員会・下越ブロック長 大平　有香 ※地域保健委員会兼務
組織委員会・長岡ブロック長 土田　新子 ※地域保健委員会兼務
組織委員会・県央ブロック長 迚野和佳子 ※地域保健委員会兼務
組織委員会・魚沼ブロック長 野上しのぶ ※地域保健委員会兼務
組織委員会・柏崎ブロック長 ● 船岡　陽子 ※地域保健委員会兼務
組織委員会・上越ブロック長 樋口　聖子 ※地域保健委員会兼務
地域保健委員会 〇 浦邉　萌絵

広報委員会
〇 江邉真奈美

秋山千亜希
佐藤　裕子
筒井　紀子

学術委員会
〇 佐藤　治美

橋詰　美貴
塚田しげみ
田中　恵子

庶務・委員 渡邉　美幸
庶務・委員 天池千嘉子
庶務・委員 計良　倫子
庶務・委員 高橋　明恵
庶務・委員 五十嵐有沙
財務・委員 関根千恵子
財務・委員 菊池ひとみ
財務・委員 五十嵐香織

新潟県歯科衛生士連盟

会長 薄波　清美

任期：平成30年６月24日～平成32年定時総会終了迄

副会長 山田　智子
理事 池田　裕子
理事 石黒千代栄
理事 佐々木典子
理事 中村由佳理
理事 牧野　真理
理事 宮崎　晶子
理事 山﨑喜代子
監事 三富　純子

日本歯科衛生士会関係

代議員 三富　純子
　〃 江川　広子
　〃 山口　敦子
関東信越ブロック 髙橋　純子

薄波　清美
日本歯科衛生士連盟関係 評議員 薄波　清美

予備評議員 山田　智子

一般社団法人 新潟県歯科衛生士会役員名簿及び担当業務一覧

会 員 各 位
　この度、一般社団法人新潟県歯科衛生士会の役員が下記の通り変わりましたのでお知らせ致します。
　歯科保健の推進は元より、当会の組織率の向上を図り就業歯科衛生士の労働条件の改善等について関係団体と協議致します。
　また、研修会の開催等、様々な業務の推進に執行役員一同、努力して参ります。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

すなやま　第150号（1）

第150号
発行日　平成30年７月31日
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　明倫短期大学内
　一般社団法人新潟県歯科衛生士会事務局
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上
越
ブ
ロ
ッ
ク

お
口
の
健
康
フ
ェ
ス
タ

主
催
団
体
名

　

�

一
般
社
団
法
人
上
越
歯
科
医
師
会
、

一
般
社
団
法
人
新
潟
県
歯
科
衛
生

士
会
上
越
ブ
ロ
ッ
ク
、
一
般
社
団
法

人
新
潟
県
歯
科
技
工
士
会
、
上
越

市
、
上
越
教
育
委
員
会

⑴　

日　

時

　
　

平
成
30
年
６
月
10
日
㈰

　
　

�

午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

　
　

午
後
1
時
～
２
時
30
分

⑵　

会　

場

　
　

上
越
市
市
民
プ
ラ
ザ

⑶　

内　

容

　

①�

歯
科
健
診
・
歯
科
相
談
（
歯
科
一

般
、
口
腔
が
ん
検
診
、
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
、
矯
正
等
の
専
門
の
相
談
）

　

②
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

　

③
歯
医
者
さ
ん
お
仕
事
体
験

　

④
情
報
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

⑤�

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
お
口
の
体
力
測

定
、
顕
微
鏡
で
菌
の
観
察
）

　

⑥
歯
科
技
工
士
会
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

⑦
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
相
談
窓
口

　

⑧�

親
と
子
、
高
齢
者
の
良
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル

⑷　

来
場
者
数

　

来
場
総
数
４
７
５
名
（
歯
科
健
診

２
４
３
名
、口
腔
が
ん
10
名
、体
験
コ
ー

ナ
ー
２
５
２
名
、
お
仕
事
体
験
41
名
）

⑸　

動
員
歯
科
衛
生
士
数

　
　

�
歯
科
衛
生
士
14
名
、
明
倫
短
期
大

学
学
生
4
名

⑹　

感
想

　

例
年
同
様
、
来
場
者
が
４
７
５
名
と

多
く
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
の
来
場
が
目
に

つ
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
定
着
化
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
歯
医
者
さ
ん
お
仕
事
体

験
コ
ー
ナ
ー
が
初
の
試
み
で
、
白
衣
を

着
て
模
型
の
歯
を
削
っ
た
り
、
詰
め
た

り
未
来
の
歯
医
者
さ
ん
の
様
で
し
た
。

　

お
口
の
体
力
測
定
で
は
、
歯
科
衛
生

士
が
お
一
人
ず
つ
５
項
目
の
総
評
を
し

た
り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
で
も

丁
寧
な
指
導
を
行
い
、
市
民
の
方
々
も

関
心
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

明
倫
短
期
大
学
学
生
の
皆
様
に
も
ご

協
力
を
頂
き
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
担
当

し
て
頂
き
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

ご
協
力
頂
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

⑺　

報
告
者

　

上
越
ブ
ロ
ッ
ク
長　

樋
口　

聖
子

柏
崎
ブ
ロ
ッ
ク

平
成
30
年
度
い
い
歯
・
食
育
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
「
歯
の
健
康
展
」

　

～
食
べ
て
歯
ッ
ピ
ー　

し
ゃ
べ
っ
て

歯
ッ
ピ
ー　

笑
顔
い
っ
ぱ
い
柏
崎
～

主
催
団
体
名

　

�

柏
崎
市
・
柏
崎
市
教
育
委
員
会
・
柏

崎
市
歯
科
医
師
会
・
柏
崎
市
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議
会
（
後
援
：
新
潟

県
歯
科
衛
生
士
会
柏
崎
ブ
ロ
ッ
ク
）

⑴　

日　

時

　
　

平
成
30
年
６
月
24
日
㈰

　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

⑵　

会　

場

　
　

柏
崎
市
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

�

（
柏
崎
市
栄
町
18
―
３
）

⑶　

内　

容

　

①�

砂
糖
の
と
り
す
ぎ
注
意
！　

～
砂

糖
を
知
っ
て
お
口
の
中
も
か
ら

だ
も
健
康
に
な
ろ
う
～
【
１
Ｆ
】

　

②�

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
診
・
相

談
【
２
Ｆ
】

　

③�

フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
【
２
Ｆ
】
対

象
：
１
歳
～
就
学
前

　

④�

プ
ロ
の
技
で
ピ
カ
ピ
カ
☆
ツ
ル
ツ

ル
歯
み
が
き
体
験
【
３
Ｆ
】

　

⑤�

歯
科
材
料
に
触
れ
よ
う
（
指
の
型

取
り
）【
３
Ｆ
】

　

⑥�

ぱ
く
ぱ
く
も
ぐ
も
ぐ　

お
い
し
い

試
食
【
３
Ｆ
】

　

⑦�

ち
び
っ
こ
噛
む
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
ラ
ン
ド

【
３
Ｆ
】

⑷　

来
場
者
数

　
　

１
、２
５
３
名

⑸　

動
員
歯
科
衛
生
士
数　

13
人

⑹　

感　

想

　

今
年
も
大
勢
の
方
に
ご
来
場
頂
き
大

盛
況
で
し
た
。
特
に
無
料
で
行
わ
れ
る

「
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
」
の
コ
ー
ナ
ー

は
、
開
始
時
間
前
か
ら
親
子
で
並
び
、

む
し
歯
予
防
へ
の
意
識
の
高
さ
を
感
じ

た
。「
歯
み
が
き
体
験
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、

子
供
だ
け
で
な
く
、
大
人
の
方
の
参
加

も
多
く
あ
り
、
お
口
の
健
康
へ
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
啓
発
の
場
面
と
し
て

は
、
と
て
も
重
要
で
す
。「
保
育
士
の

先
生
と
の
コ
ラ
ボ
の
人
形
劇
」の
あ
と
、

親
子
で
仕
上
げ
み
が
き
を
一
緒
に
実
施

す
る
と
こ
ろ
で
は
、
短
大
学
生
さ
ん
の

参
加
に
よ
り
、
会
場
が
和
や
か
な
雰
囲

気
に
な
り
ま
し
た
。

⑺　

報
告
者

　

柏
崎
ブ
ロ
ッ
ク
会
員　

田
村　

治
子

長
岡
ブ
ロ
ッ
ク

歯
と
食
の
健
口
広
場　

家
族
で
守
ろ
う

パ
パ
の
健
康

主
催
団
体
名

　

�

家
族
で
守
ろ
う
パ
パ
の
健
康
実
行
委

員
会

⑴　

日　

時

　
　

平
成
30
年
６
月
３
日
㈰

⑵　

会　

場

　
　

ア
オ
ー
レ
長
岡　

ナ
カ
ド
マ

⑶　

内　

容

　

①
歯
科
検
診

　

②
矯
正
相
談

　

③
口
臭
測
定

　

④
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

　

⑤
ク
イ
ズ

　

⑥
口
腔
機
能
測
定

　

⑦
ク
イ
ズ

　

⑧�

講
演
会　
「
食
べ
物
の
情
報
」
ウ

ソ
・
ホ
ン
ト　

高
橋
久
仁
子
氏

　

⑨�

講
演
会　

歯
か
ら
見
て
人
は
何
を

食
べ
る
の
か　

中
村
直
樹
教
授

⑷　

来
場
者
数

　
　

５
１
７
名

⑸　

動
員
歯
科
衛
生
士
数　

６
名

⑹　

感　

想

　

歯
と
口
の
健
康
週
間
を
終
え
て

　

６
月
３
日
㈰
ア
オ
ー
レ
長
岡
に
て

　
　

歯
科
検
診　
　
　
　

１
１
２
名

　
　

矯
正
相
談　
　
　
　
　
　

６
名

　
　

口
臭
測
定　
　
　
　
　
　

93
名

　
　

細
菌
測
定　
　
　
　
　
　

46
名

　
　

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導　
　

32
名

　
　

口
腔
機
能
測
定　
　
　
　

34
名

　
　

ク
イ
ズ　
　
　
　
　
　
　

80
名

　
　

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー　
　
　

42
名

　

梅
雨
時
期
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
陽
ざ

し
が
強
く
暑
い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

夏
の
よ
う
な
陽
ざ
し
の
中
５
１
７
名

の
来
場
と
な
り
晴
天
に
背
中
を
押
さ
れ

イ
ベ
ン
ト
も
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
歯
科
医
師
に
よ

る
歯
の
健
口
相
談
、
歯
科
衛
生
士
会
に

よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
歯
科
技
工

士
会
に
よ
る
指
模
型
の
作
成
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
の
健
口
相
談
で

は
、
日
ご
ろ
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と

や
お
口
の
中
の
心
配
ご
と
な
ど
を
、
診

察
室
よ
り
も
よ
り
近
く
に
歯
科
医
師
を

感
じ
熱
心
に
相
談
し
て
い
る
来
場
者
の

方
も
多
か
っ
た
で
す
。

　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
手
作
り
の
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ス
ト
ロ
ー
の
吹
矢

で
的
当
て
ゲ
ー
ム
や
ス
ト
ロ
ー
で
転
が

す
ボ
ー
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
が
あ
り
、
子
供

た
ち
は
ほ
っ
ぺ
た
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ

真
剣
に
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
お
友
達
に
負
け
ま
い
と
何
回
も

挑
戦
す
る
子
供
た
ち
も
多
く
大
好
評
で

し
た
。

　

歯
科
衛
生
士
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
歯
の
ク
イ
ズ
で
は
、
来
場
者
は
ク

イ
ズ
に
〇
×
解
答
し
参
加
賞
と
し
て
歯

ブ
ラ
シ
や
歯
磨
き
粉
の
お
土
産
を
手
に

嬉
し
そ
う
に
帰
る
親
子
連
れ
も
多
く
み

ら
れ
ま
し
た
。

　

歯
科
技
工
士
会
に
よ
る
指
模
型
で

は
、
泣
い
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
の
手
を
印

象
材
で
型
を
必
死
で
採
っ
て
い
る
技
工

士
の
方
、
で
き
た
模
型
を
記
念
に
な
り

ま
す
と
嬉
し
そ
う
に
持
っ
て
帰
る
母
親

の
姿
が
と
て
も
微
笑
ま
し
い
光
景
で
し

た
。

　

去
年
も
子
供
の
指
模
型
を
作
っ
て
も

ら
っ
た
ん
で
す
！
成
長
を
感
じ
ま
す
！

と
お
話
し
さ
れ
て
い
る
親
御
さ
ん
も
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

全
体
的
に
家
族
連
れ
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、
家
族
で
守
ろ
う
パ

パ
の
健
康
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
沿
う
こ

と
が
で
き
た
今
年
度
の
歯
と
口
の
健
康

週
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
個
人
と
し
て
も
、
初
め
て
イ
ベ
ン

ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

診
察
室
で
見
る
顔
と
は
違
う
来
場
者

方
の
表
情
が
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　

歯
科
医
師
会
の
先
生
方
、
技
工
士
会

の
方
と
の
交
流
も
あ
り
診
察
室
で
は
経

験
で
き
な
い
と
て
も
い
い
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑺　

報
告
者

�

長
岡
ブ
ロ
ッ
ク　

酒
井
奈
美
子

県
央
ブ
ロ
ッ
ク

歯
っ
ぴ
い
ス
マ
イ
ル
加
茂

主
催

　

加
茂
市
・
加
茂
市
歯
科
医
師
会

⑴　

日　

時　

　
　

平
成
30
年
６
月
10
日
㈰

⑵　

会　

場

　
　

加
茂
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

⑶　

内　

容

　

①�

歯
医
者
さ
ん
の
健
診
・
相
談
コ
ー

ナ
ー

　

②
食
育
コ
ー
ナ
ー

歯
と
口
の
健
康
週
間
・

　
　
　
　
　
県
内
各
地
の
啓
発
活
動
に
協
力

歯
と
口
の
健
康
週
間
・

　
　
　
　
　
県
内
各
地
の
啓
発
活
動
に
協
力

歯
と
口
の
健
康
週
間
・

　
　
　
　
　
県
内
各
地
の
啓
発
活
動
に
協
力

歯
と
口
の
健
康
週
間
・

　
　
　
　
　
県
内
各
地
の
啓
発
活
動
に
協
力
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③�

親
子
ふ
れ
あ
い
手
づ
く
り
お
も

ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー

　

④
カ
モ
レ
ン
ジ
ャ
ー
登
場
！

　

⑤�

お
口
の
中
の
お
手
入
れ
コ
ー
ナ
ー

（
フ
ッ
素
塗
布
コ
ー
ナ
ー
）

⑷　

来
場
者
数

　
　

２
０
８
名

⑸　

動
員
歯
科
衛
生
士
数　

３
名

⑹　

感
想

　

毎
年
恒
例
の
カ
モ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
登

場
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
を
連
れ
て
の
ご
家
族
連
れ
が
た
く

さ
ん
来
場
し
て
く
だ
さ
り
、
フ
ッ
化
物

塗
布
も
目
的
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
ほ

と
ん
ど
で
、
歯
科
の
ブ
ー
ス
は
盛
況
で

し
た
。

⑺　

報
告
者

�

県
央
ブ
ロ
ッ
ク　

迚
野
和
佳
子

新
潟
ブ
ロ
ッ
ク

平
成
30
年
度「
歯
と
口
の
健
康
フ
ェ
ア
」

『
健
口
（
け
ん
こ
う
）
に
な
ろ
う
！
健

康
の
た
め
に
‼
』

主
催
団
体
名

　

新
潟
市
・
新
潟
市
歯
科
医
師
会

⑴　

日　

時

　
　

平
成
30
年
６
月
10
日
㈰

　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

⑵　

会　

場

　
　

�

イ
オ
ン
新
潟
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
１
階
マ
リ
ン
コ
ー
ト
特

設
会
場

⑶　

内　

容

　

①
無
料
歯
科
相
談

　

②
お
口
の
体
操
で
誤
嚥
予
防

　

③
歯
磨
き
相
談
、
お
口
の
機
能
測
定

　

④
お
口
の
健
康
ク
イ
ズ

　

⑤�

測
定
器
に
よ
る
口
臭
測
定
と
口
相

談

　

⑥
図
画
ポ
ス
タ
ー
金
賞
作
品
の
展
示

⑷　

来
場
者
数

　
　

２
０
９
名

⑸　

動
員
歯
科
衛
生
士
数　

５
名

⑹　

感
想

　

今
年
で
第
39
回
目
を
迎
え
た
「
歯
と

口
の
健
康
フ
ェ
ア
」
が
イ
オ
ン
新
潟
南

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

最
後
に
事
業
が
無
事
に
終
了
し
た
こ

と
に
つ
き
、
会
員
の
方
々
の
ご
協
力
に

た
。

　

歯
科
衛
生
士
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
昨

年
同
様
、
歯
磨
き
相
談
や
お
口
の
機
能

測
定
、
お
口
の
体
操
を
行
っ
た
。

　

会
場
に
来
ら
れ
た
方
は
、
30
、
40
代

の
家
族
連
れ
が
多
か
っ
た
が
、
な
か
に

は
高
齢
者
の
方
で
毎
年
こ
の
フ
ェ
ア
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
う
方
も
来
場

さ
れ
て
い
た
。

　

ブ
ー
ス
に
来
ら
れ
た
方
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
咬
み

合
わ
せ
や
歯
並
び
の
他
に
口
臭
や
飲
み

込
み
な
ど
40
％
の
方
が
何
ら
か
の
悩
み

を
持
た
れ
て
い
る
事
が
わ
か
っ
た
。

　

ま
た
、
子
供
の
歯
磨
き
相
談
で
来
場

さ
れ
た
保
護
者
の
方
が
口
腔
機
能
測
定

に
興
味
を
持
た
れ
、
測
定
や
お
口
の
体

操
を
体
験
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
。

　

家
族
み
ん
な
で
、
お
口
の
健
康
づ
く

り
を
意
識
し
て
貰
え
る
き
っ
か
け
に
な

感
謝
し
た
い
。

⑺　

報
告
者

�

新
潟
ブ
ロ
ッ
ク　

小
松　

純
子

　

近
藤
先
生
の
ご
講
演
で
は
、
障
が
い

を
持
つ
患
児
・
患
者
や
そ
の
家
族
に
対

す
る
歯
科
衛
生
士
の
対
応
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
症
例
を
提
示
し
な
が
ら
大
変

分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

子
ど
も
の
発
達
過
程
は
一
様
で
は
な

く
、
歯
科
治
療
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の

一
定
の
発
達
と
経
験
が
な
け
れ
ば
、
障

が
い
を
持
つ
子
ど
も
が
歯
科
治
療
を
受

け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
歯
科
衛
生
士

は
「
障
が
い
」
の
特
性
を
理
解
す
る
だ

け
で
は
な
く
、そ
の
子
ど
も
の「
レ
デ
ィ

ネ
ス
（
準
備
性
）」
を
し
っ
か
り
と
把

握
し
、
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
指
導
や

管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

近
藤
先
生
は
、
歯
科
衛
生
士
は
患

日　

時　

平
成
30
年
６
月
24
日
㈰

会　

場　

�

新
潟
県
歯
科
医
師
会
館
３
階

会
議
室

演　

題　

�「
小
児
・
障
が
い
者
歯
科
に

お
け
る
口
腔
保
健
管
理
の

取
り
組
み
～
歯
科
衛
生
士

の
立
場
か
ら
～
」

講　

師　

‌�

新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病
院

診
療
支
援
部
歯
科
衛
生
部

門　

歯
科
衛
生
士

�

　

近
藤　

淳
子　

先
生

参
加
者　

70
名

研
修
内
容　

①
大
学
病
院
の
位
置
づ
け

　
　
　
　
　

②
小
児
歯
科
の
役
割

　
　
　
　
　

③�

あ
れ
っ
？
と
い
う
子
ど

も
に
気
づ
く
こ
と

　
　
　
　
　

④
障
が
い
者
歯
科
の
役
割

　
　
　
　
　

⑤�「
こ
こ
ろ
」と
か
か
わ
る

児
・
保
護
者
の
一
番
の
味
方
で
あ
り
、

「
こ
こ
ろ
」
と
関
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
も
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
患
児
に

関
心
を
持
ち
、
知
り
、
理
解
し
、
仲
良

く
な
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
痛
感
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
障
が
い
を
持
つ
子

ど
も
を
育
て
る
保
護
者
の
気
持
ち
に
寄

り
添
う
こ
と
も
、
歯
科
衛
生
士
の
重
要

な
役
割
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

た
。「
気
づ
く
こ
こ
ろ
」
の
重
要
性
を

再
確
認
で
き
た
、
大
変
有
意
義
な
研
修

会
で
し
た
。�

�

（
学
術
委
員
長　

佐
藤　

治
美
）

　新潟県歯科衛生士会は、平成31年度新潟県の予算編成にあたり自由民主党新潟県支部連合会へ
制度的政策的要望書をしました。

平成31年度県予算編成に係る制度的、政策的要望書

歯科衛生士の人材確保・復職支援について
　歯科専門職として一歩を踏み出した新人歯科衛生士が養成教育で学んだことを基礎として、臨床実践力を高
め、また、復職希望者への支援体制の充実を図るためには、生涯をとおしての研鑽や情報提供、就業に関する
相談窓口の充実化、コーディネートが人材確保、復職支援に有用であることから、次のことについてご高配を
賜りますようお願いいたします。

⑴　歯科衛生士の研修体制について
　歯科専門職である歯科衛生士が新人の時期から生涯に渡り、自己研鑽を積むことは非常に重要なことです。
　今般、歯科衛生士の勤務先は、歯科診療所のみならず、介護保険施設や病院など様々な分野にわたってい
ます。そのため、各現場において歯科衛生士が専門性と実践力が発揮できるよう、また、復職希望の歯科衛
生士のスキルへの不安を解消するため、歯科衛生士養成機関等と当会が連携し、研修プログラムの策定及び
実施ができるよう要望いたします。

⑵　歯科衛生士の就業定着について
　歯科衛生士の就業先の90％が歯科診療所等であるが、日本歯科衛生士会の「歯科衛生士の勤務実態調査」（平
成26年）によれば、離職理由の１位として「出産・育児」であり、復職の妨げ理由が「勤務時間」等が挙げ
られています。
　このようなことからワークライフバランスに応じた働き方支援と共に、日本歯科衛生士会等で認定してい
る「認定歯科衛生士」に対する処遇改善手当制度など独自制度の確立ができるよう要望いたします。

⑶　歯科衛生士の復職支援システムについて
　復職を希望する歯科衛生士への相談窓口が不十分という指摘もあり、一元的な相談窓口を設置すると共に
相談員の配置をし、求人・求職情報の管理システムを構築できるよう要望いたします。

平成30年度 新潟県歯科医学大会
日時：平成30年11月11日㈰　10：00～17：10
会場：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター
主催：新潟県歯科医師会
後援：新潟県歯科技工士会、新潟県歯科衛生士会、東北新潟歯科用品商協同組合新潟県支部

10：00

12：00

13：00

15：00

ス
マ
イ
ル
に
い
が
た
デ
ン
タ
ル
フ
ェ
ア

（
ウ
ェ
ブ
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

【県歯科衛生士会】（中会議室201A）
医科歯科連携における周術期⼝腔機能管理の必要性と展望

～癌と闘う・今を生きる・想いを託すこの出会いがあなたを変える～
池上由美子（がん感染症センター都立駒込病院）

【障害者歯科センター】（メインホールB）
摂食嚥下障害の評価と訓練の実際
戸原　　玄（東京医科歯科大学）
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講師の近藤先生

平
成
30
年
度　
新
潟
県
歯
科
衛
生
士
会

第
１
回
研
修
会
報
告

　平成29年歯科疾患実態調査（新潟県）によると、12歳児（中学１年）の一人
平均むし歯数が0.4本となり、むし歯のまったくない児の割合は82.1％となりま
した。また、文部科学省の平成29年学校保健統計調査によると、本県の12歳児
のむし歯数は最も少なく、18年連続日本一を達成しました。
　本県では、昭和56年の「むし歯半減10か年運動」から、行政や歯科医師会、
大学、教育委員会等が一丸となって、全国に先駆けて学校におけるフッ化物洗
口を行うなど、子どものむし歯予防対策を積極的に推進してきました。
� 　　　　　　　（新潟県報道資料より）

保育所・幼稚園
幼保連携認定こども園 小学校 中学校

フッ化物洗口 73.6 89.4 47.3
歯みがき（給食後等に実施） 94.7 95.6 72.4
歯科保健指導 86.6 99.2 94.1
歯垢染色剤による磨き方の評価 42.7 96.2 80.1
デンタルフロスの指導 9.9 81.8 81.3

ト ッ ス
ピ ク

■18年連続日本一！
　一人平均0.4本、むし歯のない子は82.1％

実施している学校等の割合（％）
平成29年歯科疾患実態調査



に
し
ま
す
。連
携
室
の
私
が
訪
問
し
、

患
者
様
が
今
心
配
な
こ
と
を
口
に
す

る
こ
と
で
ご
家
族
を
含
め
そ
の
方
々

「
佐
渡
歯
科
医
師
会
在
宅
歯
科
医
療

連
携
室
」

�

山
城　

利
惠

　

平
成
28
年
１
月
よ
り
佐
渡
在
宅
歯

科
医
療
連
携
室
の
専
従
職
員
と
し
て

勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
普
段
行
っ
て
い
る
業
務
の
内

容
と
し
て

・�

在
宅
、
施
設
、
病
院
な
ど
の
訪
問

歯
科
診
療
の
受
付
窓
口

・�

口
腔
に
関
す
る
困
り
ご
と
の
相
談

窓
口

・
在
宅
や
施
設
で
の
口
腔
ケ
ア

な
ど
が
主
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
や
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
を
通
し
訪
問
歯
科

診
療
の
依
頼
や
相
談
を
い
た
だ
く
こ

と
が
多
い
で
す
。
そ
の
連
絡
を
受
け

で
き
る
だ
け
早
く
患
者
様
の
も
と
へ

伺
い
、
困
り
ご
と
の
状
況
の
把
握
を

行
い
ま
す
。
そ
の
中
で
訪
問
歯
科
診

療
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
関
わ
る

方
々
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
患
者
様

の
情
報
を
集
め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
担
当
の
歯
科
医
師
の

先
生
へ
報
告
を
し
訪
問
歯
科
診
療
へ

と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

患
者
様
や
ご
家
族
か
ら
は
「
連
絡

し
た
ら
す
ぐ
来
て
く
れ
た
」、
ま
た

他
の
職
種
の
方
か
ら
は
「
口
の
こ
と

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
こ
う
し
て

見
に
き
て
も
ら
え
る
だ
け
で
安
心
す

る
」な
ど
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

佐
渡
は
ご
存
知
の
通
り
高
齢
化
社

会
が
進
み
、
老
老
介
護
や
施
設
入
所

待
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
在
宅
介
護
を
さ
れ
て
い
る

方
々
に
と
っ
て
は
ご
家
族
以
外
と
の

関
わ
り
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
口
の
中

の
こ
と
を
ど
う
に
か
し
た
い
と
思
っ

て
い
て
も
実
際
ど
う
動
い
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
耳

力
が
必
要
で
す
。
少
し
で
も
興
味
の

あ
る
方
は
佐
渡
連
携
室
に
ご
連
絡
下

さ
い
。

　

佐
渡
在
宅
歯
科
医
療
連

携
室
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

活
動
の
場
を
拡
大
さ
せ
、

他
職
種
の
方
々
や
病
院
と

の
連
携
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
方
々
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
に
連
携
室
を
通
し
一

緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け

る
登
録
歯
科
衛
生
士
の
協

の
気
持
ち
に
和
ら
ぐ

時
間
が
増
え
た
ら
…

と
思
い
ま
す
。

　
「
口
腔
ケ
ア
」は
命

の
ケ
ア
。
患
者
様
や

ご
家
族
と
の
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
は「
心

の
ケ
ア
」も
担
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か

と
日
々
感
じ
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
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県
内
の
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
で
活
躍
し
て
い
る
会
員
を
リ

レ
ー
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
佐
渡
歯
科
医
師
会
在
宅
歯
科

医
療
連
携
室
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

会 員 の 動 き
会員数　564名

（平成30年６月20日現在）
1　上越ブロック　 54人
2　柏崎ブロック　 24人
3　長岡ブロック　 62人
4　県央ブロック　 47人
5　魚沼ブロック　 28人
6　下越ブロック　 51人
7　新潟ブロック　280人
8　佐渡ブロック　 15人
9　県外ブロック　    3人

～
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
と
は
～

　

新
潟
県
は
新
潟
県
歯
科
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
事
業
に
よ
り
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
を
県
内
16
の
郡
市
歯
科
医

師
会
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
は
、
介
護
が
必
要
で
歯
科
医
院
へ
の
通
院
が
困

難
な
高
齢
者
の
方
な
ど
を
対
象
と
し
た
在
宅
歯
科
医
療
の
申
し
込
み
や
歯

や
歯
ぐ
き
の
痛
み
、
入
れ
歯
が
こ
わ
れ
た
、
合
わ
な
い
等
、
歯
や
お
口
の

こ
と
で
困
っ
て
い
る
方
の
相
談
に
応
じ
る
地
域
の
窓
口
で
あ
り
、
県
民
と

歯
科
診
療
所
を
繋
ぐ
大
切
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
県
内
16
郡
市

歯
科
医
師
会
に
設
置
さ
れ
た
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
は
新
潟
県
歯
科
衛
生

士
会
が
人
材
の
配
置
に
協
力
し
、
多
く
の
会
員
が
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

の
様
々
な
事
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
広
場


